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研究成果の概要（和文）：子のう菌類、Sydowia japonica 菌を用いて、都市圏の住民に問題となっているカバノキ科
樹木及びマツ科樹木の花粉症を防止するため、本菌を用いた接種試験を実施した。米ぬか・ふすま培地に培養した活性
の高い本菌の菌糸塊を用いた接種試験では、クロマツ及びアカマツの雄花では感染しなかった。一方、カバノキ科樹木
においては「有傷接種」で開花しない雄花が発生し、シラカバ、ヤマハンノキ及びカワラハンノキから本菌が再分離さ
れて、病原性が確認された。そこで、防止液の散布による実用化を目指して、カバノキ科の上記3種に対して胞子体懸
濁液の散布試験を実施したが、雄花には異常は見られず、花粉は正常に飛散した。

研究成果の概要（英文）：Ascomycetes fungi, using Sydowia japonica , in order to prevent allergy to pollen 
of the birch family trees and pine family trees has become a problem to residents of the metropolitan 
area, it was carried out vaccination test using this fungus. In the inoculation test using this fungus 
mycelium mass of activity which had been cultured in rice bran, wheat bran medium, were not infected with 
black pine and red pine of male flowers. On the other hand, male flowers that do not bloom in the 
"wounded inoculation" is generated in the birch family trees, birch, is re-isolated this fungus from 
Shirakabai and tile alder, was confirmed pathogenicity.

研究分野：樹病学
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１． 研究開始当初の背景 

現在、スギ花粉症は我が国で大きな社
会問題となっており、４人に１人は花粉症
に苦しんでいる①②。このような中、筆者
らは、スギ花粉症対策の一環として、自然
界においてスギ雄花に寄生する菌類
（Sydowia  japonica）を用いて、人為的に
雄花を枯死に導き、花粉の飛散を抑制する
ことに成功した③。このような、微生物を
利用して雄花を枯死させることによって、
花粉の飛散を抑止したバイオロジカルコン
トロール手法は世界的に見当たらない。 

図１．Sydowia  japonica 菌によって人為

的に枯死させたスギ雄花 

2009 年より開始した科学研究費補助金
による挑戦的萌芽研究「菌類を用いたスギ花
粉飛散防止技術の開発」において、特許申請
中（スギ花粉飛散抑制剤及びスギ花粉飛散抑
制方法）の処理液を適期に散布処理すること
によって、スギ雄花を枯死させ、花粉の飛散
を人為的に防止することに成功した（図１）。
これらの成果によって、スギ花粉の飛散防止
に一定の目途が着いた。そこで、本手法を現
存する全ての花粉症起因植物に適用させる
ための最初のステップとして、カバノキ科樹
木（シラカバ・ハンノキ）及びマツ科樹木（ク
ロマツ・アカマツ）に対する花粉飛散防止法
の開発に挑んだ。 
 
２．研究の目的 

本研究は、自然界に存在する菌類を利用
して、現存する花粉症起因植物の花粉飛散を
防止する手法の開発を目的とする。これまで
の研究によって、筆者らは子のう菌類である
Sydowia  japonica 菌を雄花に人為的に散布
処理することによって、スギ花粉の飛散抑止
を成功させて来た。そこで、この手法を用い
て、現在、都市圏の住民に問題となっている
カバノキ科樹木（シラカバ・ハンノキ）及び
マツ科樹木（クロマツ・アカマツ）の花粉症
を防止するため、本菌を用いた拡大適用を検
討した。 
 

３．研究の方法 

(1) 菌糸塊を用いた接種試験 接種試験は
森林総合研究所実験林（つくば市）に植栽さ

れたマツ科樹木２種（クロマツ、アカマツ）
及び東北支所実験林（盛岡市）に植栽された
カバノキ科樹木５種（シラカバ、ウダイカン
バ、ヤマハンノキ、カワラハンノキ、ツノハ
シバミ）に行った。接種は米ぬか・ふすま培
地に約２週間培養した菌糸塊を用いて，雄花
にナイフで傷を付けて菌糸塊を直接付着さ
せる「有傷接種」と、傷をつけないで菌糸塊
を付着させる「無傷接種」で行った。また、
対照として、ナイフで付傷し、無菌の米ぬ
か・ふすま培地を付着させる「有傷無菌接種」
を行った。つくば市では、2014 年３～４月
にかけてクロマツ及びアカマツの雄花に対
し、「有傷接種」と「無傷接種」を行った。
一方、盛岡市では、2013 年 10～11 月にかけ
て、前出のカバノキ科樹木５種の雄花に対し、
「有傷接種」と「有傷無菌接種」を行った。
その後、2014 年３～５月にかけて、雄花の
開花状況を調査し、 開花有無の雄花数をカ
ウントするとともに、開花せず枯死した雄花
に対しては接種菌の病原性を確認するため、
コッホの原則に従って、再分離を行った。 
 

(2) 胞子体（分生子）を用いた接種試験 S. 

japonica 菌の分生子懸濁液に５％大豆油と
1.6％のレシチンを添加して、分生子乳剤を作
成し、散布液とした。2012 年 11 月及び 2013

年３～４月にかけて、有傷及び無傷処理した
クロマツ・アカマツ、及び無傷処理したシラ
カバ・ヤマハンノキの成熟雄花に対し、分生
子乳剤を散布した。 
 

４．研究成果 
(1) 菌糸塊を用いた接種試験 春季３～４
月にかけて、クロマツ及びアカマツの雄花に
菌糸塊を接種した結果、クロマツでは有傷接
種で開花しない雄花が発生したが、接種菌は
再分離されなかった（表１）。また、アカマ
ツでは「有傷接種」及び「無傷接種」とも、
全ての雄花が開花し、花粉の飛散は抑制され
なかった（表１）。クロマツ及びアカマツの
雄花は４月頃より成熟し、成熟するとともに
短期間で開花が始まることから、本菌が十分
に雄花内に蔓延する以前に花粉が飛散する
ことから、開花は防げなかったと推察された。 

一方、カバノキ科樹木５種においては、「有
傷無菌接種」では全ての雄花が開花し、付傷
による開花の影響はなかった（表２）。しか
し、「有傷接種」では、すべての樹種で開花
しない雄花が発生し、これらの雄花から接種
菌の再分離を行った結果、シラカバ、ヤマハ
ンノキ及びカワラハンノキから S. japonica が
分離され、本菌の病原性が確認された（表２、
図２～４）。今回の「有傷接種」によって、
シラカバ、ヤマハンノキ及びカワラハンノキ
に対して、コッホの原則が満たされたことか
ら、S. japonica はスギのみならず、カバノキ
科樹木の雄花に対しても花粉の飛散を抑制
する可能性が示された。 
 



表１ マツ科樹木２種に対する接種試験 

 
表２ カバノキ科樹木及びスギ雄花への接種試験 

図２ S. japonica の接種によって開花しな
かったカバノキ科雄花（左から；シラカバ、
ヤマハンノキ、カワラハンノキ、ウダイガン
バ） 

図３ 花粉が封じ込められたシラカバ雄花内 
 

図４ ヤマハンノキ雄花内に繁殖した菌糸 
（矢印） 

(2) 胞子体（分生子）を用いた接種試験 春
季３～４月にかけて、クロマツ及びアカマツ
の雄花に分生子乳剤を散布接種した結果、有
傷区及び無傷区とも、全ての雄花が開花し、
花粉の飛散は抑制されなかった（表３、図５）。
また、シラカバ及びヤマハンノキに分生子乳
剤を散布接種した結果、両者とも雄花に異常
は見られず、花粉は正常に飛散した（表４）。   
以上の結果から、マツ科及びカバノキ科に対
しては分生子乳剤の効果は認められなかっ
た。 

 
表３ クロマツ及びアカマツ雄花に対する 
   分生子接種 

 
表４ シラカバ及びヤマハンノキ雄花に対

する分生子接種 

 

図５ 感染しなかった健全なクロマツ雄花
（開花済み） 
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